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 フェーズ１ 音声通信が主体、データリンクはその補
完的なもの

 フェーズ２ データリンクが主体、音声からデータへ
のパラダイムシフトが起こる
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COCRフェーズ２のATSサービス



 CM（コンテキスト管理）

 CPDLC（管制官-パイロット間データリンク通信）

 FIS（フライト情報業務）

 ADS（自動従属監視）

 ICAOにより導入が進められている航空通信
用のインタネット

 通信プロトコルや通信基盤以外にアプリケー
ションも含まれる

 OSIベースで開発が進められた
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 DLL--CM
 ACM—-CPDLC （contactやmonitorで始まる電

文）

 全てCPDLC

 全てFIS,但しアドレス型と放送型の通信がある

 データフォーマットが決まっているのはATISとMETAだ
け

 D-SIGMETなどには地上起動のFISが必要



 ARMAND—-地上起動のFIS
 DYNAV—地上起動のDSC（CPDLCの一部）





 PPDサービスはアドレス型はCPDLC、放送型はモードSのア
プリケーションと思われる

 他はADSでアドレス型と放送型の通信がある
 但しFLIPINTはアドレス型のみで、航空機のトラジェクトリ情

報をダウンリンクできる

 CPDLCの優先度を上げるだけで良いのか,別に高速のリンク
が必要なのか不明

 放送型ADS（ADS-B）とCPDLCの組み合わせと思

われる



 AIRSEP--ADS-B
 WAKE—-モードSを用いたWAKEデータの通信と思わ

れる

 A-EXEC—-不明
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現在実用化されているATSサービス



 ほとんどの通信はATN空/地アプリケーション
 D-ALERTはCPDLCの優先度を上げるだけでよいのか

別の高速リンクが必要なのかは不明
 A-EXECは不明
 ARMAND-地上起動のFIS、DYNAV-地上起動のDSC
 ATN空/地アプリケーションは全てアドレス型である

・ADS、FISについてはアドレス型以外に放送型の通信があ

る
・これらはモードSを利用したアプリケーション

ADS-B、 TIS-B、 FIS-Bなどと考えられる



 現在のデータリンクの主要メディアはVDL-2
 VDL-2はフェーズ1の能力しか持たない

 フェーズ２に移行するにはVDL-2に変わるメディア
（L-DACS？）の開発が必要

 放送型の通信は、ADS-B、TIS-B、FIS-Bなどほと
んどがモードSのアプリケーションと思われる

 パケットの衝突は考慮されていない

 モードSデータが混在する状況でのパケットの衝突
などの影響を検証する必要がある

 ATN空/地アプリケーションは改修する必要はあるか
もしれないが、新たなアプリケーションを開発する必
要はなさそうである


